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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月27日(2016.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　PTXデバイス上の押圧して送信する(PTX)通信を管理する方法であって、
　受信者PTXデバイスで、発信許可が発信元PTXデバイスに許可されたという第1の指示を
受信するステップと、
　前記発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスによ
る遅延再生のためにバッファリングすべきかどうかを判断するステップであって、前記遅
延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスによ
り任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に基づいてバッファ信
号を送信するステップであって、前記バッファ信号が、前記PTXメッセージセグメントを
バッファリングする要求と、前記PTXメッセージセグメントが前記受信者PTXデバイスの記
憶装置に記憶されることを示す受信者の記憶指示とのうち1つを示すステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを出力する準備ができているこ
とを示すレディ信号を送信するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記PTXメッセージセグメントを受信するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に応答して、前記PTXメ
ッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置に記憶するステップであっ
て、前記バッファ信号が前記受信者の記憶指示を含むステップとをさらに含む請求項1に
記載の方法。
【請求項３】
　前記PTXメッセージセグメントに関連した消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するス
テップとをさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項４】
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　前記発信元PTXデバイスが前記発信許可を許可されているという前記第1の指示として、
発信権被占有信号を受信するステップであって、前記発信権被占有信号が前記PTXメッセ
ージセグメントから別個に送信されるステップをさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記受信者PTXデバイスから出力された前記PTXメッセージセグメントの一部分を示す再
生状態を送信するステップをさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信者PTXデバイスの周りの周囲雑音レベルを測定するステップであって、前記発
信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきかどうかを
判断することは、前記周囲雑音レベルに基づく、ステップをさらに含む、請求項1に記載
の方法。
【請求項７】
　前記受信者PTXデバイスのユーザインターフェースから入力を受信するステップであっ
て、前記発信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべき
かどうかの判断が、前記ユーザインターフェースからの前記入力に基づくものであるステ
ップをさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するステップと、
　前記音声からテキストへの変換を前記受信者PTXデバイスに表示するステップとをさら
に含む請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　押圧して送信する(PTX)デバイスであって、
　記憶装置と、
　前記記憶装置に結合されたプロセッサであって、
　　受信者PTXデバイスで、発信許可が発信元PTXデバイスに許可されたという第1の指示
を受信するステップと、
　前記発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスによ
る遅延再生のためにバッファリングすべきかどうかを判断するステップであって、前記遅
延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスによ
り任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に基づいてバッファ
信号を送信するステップであって、前記バッファ信号が、前記PTXメッセージセグメント
をバッファリングする要求と、前記PTXメッセージセグメントが前記PTXデバイスの前記記
憶装置に記憶されることを示す受信者の記憶指示とのうち1つを示すステップと、
　　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを出力する準備ができている
ことを示すレディ信号を送信するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されたプロセッサとを備えるPTX
デバイス。
【請求項１０】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントを受信するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に応答して、前記PTXメ
ッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置に記憶するステップであっ
て、前記バッファ信号が前記受信者の記憶指示を含むステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項9に記載のPTXデ
バイス。
【請求項１１】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントに関連した消去信号を受信するステップと、
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　前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するス
テップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項9に記載のPTXデ
バイス。
【請求項１２】
　前記プロセッサがさらに、
　前記発信元PTXデバイスが前記発信許可を許可されているという前記第1の指示として、
発信権被占有信号を受信するステップであって、前記発信権被占有信号が前記PTXメッセ
ージセグメントから別個に送信されるステップを遂行するためのプロセッサ実行可能命令
を有して構成されている請求項9に記載のPTXデバイス。
【請求項１３】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスから出力された前記PTXメッセージセグメントの一部分を示す再
生状態を送信するステップをさらに含む操作を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を
有して構成されている請求項9に記載のPTXデバイス。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、前記受信者PTXデバイスの周りの周囲雑音レベルを測定するステッ
プであって、前記発信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリン
グすべきかどうかを判断することは、前記周囲雑音レベルに基づく、ステップを遂行する
ためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項9に記載のPTXデバイス。
【請求項１５】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスのユーザインターフェースから入力を受信するステップであっ
て、前記発信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべき
かどうかの判断が、前記ユーザインターフェースからの前記入力に基づくものであるステ
ップをさらに含む操作を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている
請求項9に記載のPTXデバイス。
【請求項１６】
　前記プロセッサに結合されたデバイス表示器をさらに備え、
　前記プロセッサがさらに、
　　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生
成するステップと、
　　前記音声からテキストへの変換を含む再生状態を前記デバイス表示器に表示するステ
ップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項9に記載のPTXデ
バイス。
【請求項１７】
　押圧して送信する(PTX)デバイスであって、
　受信者PTXデバイスで、発信許可が発信元PTXデバイスに許可されたという第1の指示を
受信するための手段と、
　前記発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスによ
る遅延再生のためにバッファリングすべきかどうかを判断するための手段であって、前記
遅延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスに
より任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、手段と、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に基づいてバッファ信
号を送信するための手段であって、前記バッファ信号が、前記PTXメッセージセグメント
をバッファリングする要求と、前記PTXメッセージセグメントが前記受信者PTXデバイスの
記憶装置に記憶されることを示す受信者の記憶指示とのうち1つを示す手段と、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを出力する準備ができているこ
とを示すレディ信号を送信するための手段とを備えるPTXデバイス。
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【請求項１８】
　前記PTXメッセージセグメントを受信するための手段と、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に応答して、前記PTXメ
ッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置に記憶するための手段であ
って、前記バッファ信号が前記受信者の記憶指示を含んでいる手段とをさらに備える請求
項17に記載のPTXデバイス。
【請求項１９】
　前記PTXメッセージセグメントに関連した消去信号を受信するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するた
めの手段とをさらに備える請求項17に記載のPTXデバイス。
【請求項２０】
　前記発信元PTXデバイスが前記発信許可を許可されているという前記第1の指示としての
発信権被占有信号を受信するための手段であって、前記発信権被占有信号が前記PTXメッ
セージセグメントから別個に送信される手段をさらに備える請求項17に記載のPTXデバイ
ス。
【請求項２１】
　前記受信者PTXデバイスから出力された前記PTXメッセージセグメントの一部分を示す再
生状態を送信するための手段をさらに備える請求項17に記載のPTXデバイス。
【請求項２２】
　前記受信者PTXデバイスの周りの周囲雑音レベルを測定するための手段であって、前記
発信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきかどうか
を判断することは、前記周囲雑音レベルに基づく、手段をさらに備える請求項17に記載の
PTXデバイス。
【請求項２３】
　前記受信者PTXデバイスのユーザインターフェースから入力を受信するための手段であ
って、前記発信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべ
きかどうかの判断が、前記ユーザインターフェースからの前記入力に基づくものである手
段をさらに備える請求項17に記載のPTXデバイス。
【請求項２４】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するための手段と、
　前記音声からテキストへの変換を含んでいる再生状態を前記受信者PTXデバイスに表示
するための手段とをさらに備える請求項17に記載のPTXデバイス。
【請求項２５】
　押圧して送信する(PTX)デバイスのプロセッサにPTX通信のための操作を遂行させるよう
に構成されたプロセッサ実行可能命令を記憶している非一時的コンピュータ可読記憶媒体
であって、前記操作が、
　受信者PTXデバイスで、発信許可が発信元PTXデバイスに許可されたという第1の指示を
受信するステップと、
　前記発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスによ
る遅延再生のためにバッファリングすべきかどうかを判断するステップであって、前記遅
延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスによ
り任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に基づいてバッファ信
号を送信するステップであって、前記バッファ信号が、前記PTXメッセージセグメントを
バッファリングする要求と、前記PTXメッセージセグメントが前記受信者PTXデバイスの記
憶装置に記憶されることを示す受信者の記憶指示とのうち1つを示すステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを出力する準備ができているこ
とを示すレディ信号を送信するステップと
　を含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項２６】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントを受信するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきとの判断に応答して、前記PTXメ
ッセージセグメントを前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置に記憶するステップであっ
て、前記バッファ信号が前記受信者の記憶指示を含むステップとをさらに含む操作を遂行
させるように構成されている請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントに関連した消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスの前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するス
テップとをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請求項25に記載の非一時的
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２８】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記発信元PTXデバイスが前記発信許可を許可されているという前記第1の指示として、
発信権被占有信号を受信するステップであって、前記発信権被占有信号が前記PTXメッセ
ージセグメントから別個に送信されるステップをさらに含む操作を遂行させるように構成
されている請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスから出力された前記PTXメッセージセグメントの一部分を示す再
生状態を送信するステップをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請求項25
に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記受信者PTXデバイスの周りの周囲雑音レベルを測定するステップであって、前記発
信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべきかどうかを
判断することは、前記周囲雑音レベルに基づく、ステップを含むような操作を遂行させる
ように構成されている請求項25に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３１】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスのユーザインターフェースから入力を受信するステップであっ
て、前記発信元PTXデバイスからの前記PTXメッセージセグメントをバッファリングすべき
かどうかの判断が、前記ユーザインターフェースからの前記入力に基づくものであるステ
ップをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請求項25に記載の非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するステップと、
　前記音声からテキストへの変換を含んでいる再生状態を前記受信者PTXデバイスに表示
するステップとをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請求項25に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　PTXデバイス間の、押圧して送信する(PTX)通信を管理する方法であって、
　受信者PTXデバイスからのバッファ要求およびバッファ状態のうち少なくとも1つを受信
するステップであって、前記バッファ要求および前記バッファ状態が、遅延再生のために
記憶されている発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前記
遅延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスに
より任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
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　前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少なくとも1つが前記受信者PTXデバイ
スから受信されたことを反映しているバッファ指示を、前記発信元PTXデバイスに送信す
るステップとを含む方法。
【請求項３４】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを出力する準備ができているこ
とを示すレディ信号を受信するステップと、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを前記受信者P
TXデバイスに送信するステップとをさらに含む請求項33に記載の方法。
【請求項３５】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記発信元PTXデバイスから消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するステップとをさらに含
む請求項33に記載の方法。
【請求項３６】
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記発信元PTXデバイスから第1の消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを消去するように、前記受信者
PTXデバイスに第2の消去信号を送信するステップとをさらに含む請求項33に記載の方法。
【請求項３７】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに送信するステップとをさらに含む請求項33に
記載の方法。
【請求項３８】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を、前
記受信者PTXデバイスから受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するステップとをさらに含む請求項33
に記載の方法。
【請求項３９】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するステップと、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するステップとをさらに含む請求項33
に記載の方法。
【請求項４０】
　PTXデバイス間の、押圧して送信する(PTX)通信を管理するためのPTXデバイスであって
、
　記憶装置と、
　前記記憶装置に結合されたプロセッサであって、
　　受信者PTXデバイスからのバッファ要求およびバッファ状態のうち少なくとも1つを受
信するステップであって、前記バッファ要求および前記バッファ状態が、遅延再生のため
に記憶されている発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前
記遅延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイス
により任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　　前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少なくとも1つが前記受信者PTXデバ
イスから受信されたことを反映しているバッファ指示を、前記発信元PTXデバイスに送信
するステップと
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を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されているプロセッサとを備える
PTXデバイス。
【請求項４１】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントを前記記憶装置に記憶するステップと、
　　前記受信者PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていること
を示すレディ信号を受信するステップと、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを前記受信者P
TXデバイスに送信するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項40に記載のPTX
デバイス。
【請求項４２】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントを前記記憶装置に記憶するステップと、
　前記発信元PTXデバイスから消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項40に記載のPTX
デバイス。
【請求項４３】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記発信元PTXデバイスから第1の消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを消去するように、前記受信者
PTXデバイスに第2の消去信号を送信するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項40に記載のPTX
デバイス。
【請求項４４】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに送信するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項40に記載のPTX
デバイス。
【請求項４５】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を、前
記受信者PTXデバイスから受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項40に記載のPTX
デバイス。
【請求項４６】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するステップと、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項40に記載のPTX
デバイス。
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【請求項４７】
　受信者PTXデバイスからのバッファ要求およびバッファ状態のうち少なくとも1つを受信
するための手段であって、前記バッファ要求および前記バッファ状態が、遅延再生のため
に記憶されている発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前
記遅延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイス
により任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、手段と、
　前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少なくとも1つが前記受信者PTXデバイ
スから受信されたことを反映しているバッファ指示を、前記発信元PTXデバイスに送信す
るための手段とを備える押圧して送信する(PTX)デバイス。
【請求項４８】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていることを
示すレディ信号を受信するための手段と、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを前記受信者P
TXデバイスに送信するための手段とをさらに備える請求項47に記載のPTXデバイス。
【請求項４９】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するための手段と、
　前記発信元PTXデバイスから消去信号を受信するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するための手段とをさらに
備える請求項47に記載のPTXデバイス。
【請求項５０】
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記発信元PTXデバイスから第1の消去信号を受信するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを消去するように、前記受信者
PTXデバイスに第2の消去信号を送信するための手段とをさらに備える請求項47に記載のPT
Xデバイス。
【請求項５１】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するための手段と、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに送信するための手段とをさらに備える請求項4
7に記載のPTXデバイス。
【請求項５２】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を、前
記受信者PTXデバイスから受信するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するための手段とをさらに備える請求
項47に記載のPTXデバイス。
【請求項５３】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するための手段とをさらに備える請求
項47に記載のPTXデバイス。
【請求項５４】
　押圧して送信する(PTX)デバイスのプロセッサにPTX通信のための操作を遂行させるよう
に構成されたプロセッサ実行可能命令を記憶している非一時的コンピュータ可読記憶媒体
であって、前記操作が、
　受信者PTXデバイスからのバッファ要求およびバッファ状態のうち少なくとも1つを受信
するステップであって、前記バッファ要求および前記バッファ状態が、遅延再生のために
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記憶されている発信元PTXデバイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前記
遅延再生は、前記PTXメッセージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスに
より任意のPTXメッセージセグメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少なくとも1つが前記受信者PTXデバイ
スから受信されたことを反映しているバッファ指示を、前記発信元PTXデバイスに送信す
るステップとを含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５５】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記受信者PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていることを
示すレディ信号を受信するステップと、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを前記受信者P
TXデバイスに送信するステップとをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請
求項54に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５６】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記発信元PTXデバイスから消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するステップとをさらに含
む操作を遂行させるように構成されている請求項54に記載の非一時的コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項５７】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスから前記PTXメッセージセグメントが出力されるのを防止するた
めに、前記発信元PTXデバイスから第1の消去信号を受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントを消去するように、前記受信者
PTXデバイスに第2の消去信号を送信するステップとをさらに含む操作を遂行させるように
構成されている請求項54に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５８】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに送信するステップとをさらに含む操作を遂行
させるように構成されている請求項54に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項５９】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を、前
記受信者PTXデバイスから受信するステップと、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するステップとをさらに含む操作を遂
行させるように構成されている請求項54に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６０】
　前記プロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を生成
するステップと、
　前記受信者PTXデバイスによって出力された、前記音声からテキストへの変換の一部分
を示す再生状態を、前記発信元PTXデバイスに送信するステップとをさらに含む操作を遂
行させるように構成されている請求項54に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６１】
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　PTXデバイス上の押圧して送信する(PTX)通信を管理する方法であって、
　アクティブな発信許可を有する発信元PTXデバイスで、バッファ要求およびバッファ状
態のうち少なくとも1つを受信するステップであって、前記バッファ要求および前記バッ
ファ状態が、受信者PTXデバイスによる遅延再生のために記憶されている前記発信元PTXデ
バイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前記遅延再生は、前記PTXメッセ
ージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスにより任意のPTXメッセージセ
グメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　前記発信元PTXデバイスにおいて、前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少
なくとも1つの指示を出力するステップと、
　前記PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていることを示すレ
ディ信号を受信するステップとを含む方法。
【請求項６２】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを送信するス
テップとをさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項６３】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントを消去すべきかどうかを判断するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分を出力する
のを防止するために、前記PTXメッセージセグメントを消去すべきと判断されるのに応答
して、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するステップとをさらに含
む請求項61に記載の方法。
【請求項６４】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスから出
力すべきかどうかを判断するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントの前記少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスか
ら出力すべきでないと判断されるのに応答して、消去信号を送信するステップとをさらに
含む請求項61に記載の方法。
【請求項６５】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記再生状態を出力するステップとをさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項６６】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップであって、前記再生状態が、前記PTXメッセージセグメ
ントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を含むステップと、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに表示するステップとをさらに含む請求項61に
記載の方法。
【請求項６７】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分の音声からテキストへの変換を生
成するステップと、
　前記音声からテキストへの変換を含んでいる前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに
表示するステップとをさらに含む請求項61に記載の方法。
【請求項６８】
　押圧して送信する(PTX)デバイスであって、
　記憶装置と、
　前記記憶装置に結合されたプロセッサであって、
　アクティブな発信許可を有する発信元PTXデバイスで、バッファ要求およびバッファ状
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態のうち少なくとも1つを受信するステップであって、前記バッファ要求および前記バッ
ファ状態が、受信者PTXデバイスによる遅延再生のために記憶されている前記発信元PTXデ
バイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前記遅延再生は、前記PTXメッセ
ージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスにより任意のPTXメッセージセ
グメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　　前記発信元PTXデバイスにおいて、前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち
少なくとも1つの指示を出力するステップと、
　　前記PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていることを示す
レディ信号を受信するステップと
　を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されているプロセッサとを備え
るPTXデバイス。
【請求項６９】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントを前記記憶装置に記憶するステップと、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを送信するス
テップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項68に記載のPTX
デバイス。
【請求項７０】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントを前記記憶装置に記憶するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントを消去すべきかどうかを判断するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分を出力する
のを防止するために、前記PTXメッセージセグメントを消去すべきと判断されるのに応答
して、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項68に記載のPTX
デバイス。
【請求項７１】
　前記プロセッサがさらに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスから出
力すべきかどうかを判断するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントの前記少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスか
ら出力すべきでないと判断されるのに応答して、消去信号を送信するステップとをさらに
含む操作を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項68に記
載のPTXデバイス。
【請求項７２】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記再生状態を出力するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項68に記載のPTX
デバイス。
【請求項７３】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップであって、前記再生状態が、前記PTXメッセージセグメ
ントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を含むステップと、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに表示するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項68に記載のPTX
デバイス。
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【請求項７４】
　前記プロセッサがさらに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分の音声からテキストへの変換を生
成するステップと、
　前記音声からテキストへの変換を含んでいる前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに
表示するステップと
を遂行するためのプロセッサ実行可能命令を有して構成されている請求項68に記載のPTX
デバイス。
【請求項７５】
　押圧して送信する(PTX)デバイスであって、
アクティブな発信許可を有する発信元PTXデバイスで、バッファ要求およびバッファ状態
のうち少なくとも1つを受信するための手段であって、前記バッファ要求および前記バッ
ファ状態が、受信者PTXデバイスによる遅延再生のために記憶されている前記発信元PTXデ
バイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前記遅延再生は、前記PTXメッセ
ージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスにより任意のPTXメッセージセ
グメントの任意の出力を置き換える、手段と、
　前記発信元PTXデバイスにおいて、前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少
なくとも1つの指示を出力するための手段と、
　前記PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていることを示すレ
ディ信号を受信するための手段とを備えるPTXデバイス。
【請求項７６】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するための手段と、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを送信するた
めの手段とをさらに備える請求項75に記載のPTXデバイス。
【請求項７７】
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するための手段と、
　前記PTXメッセージセグメントを消去すべきかどうかを判断するための手段と、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分を出力する
のを防止するために、前記PTXメッセージセグメントを消去すべきと判断されるのに応答
して、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するための手段とをさらに
備える請求項75に記載のPTXデバイス。
【請求項７８】
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスから出
力すべきかどうかを判断するための手段と、
　前記PTXメッセージセグメントの前記少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスか
ら出力すべきでないと判断されるのに応答して、消去信号を送信するための手段とをさら
に備える請求項75に記載のPTXデバイス。
【請求項７９】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するための手段と、
　前記再生状態を出力するための手段とをさらに備える請求項75に記載のPTXデバイス。
【請求項８０】
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するための手段であって、前記再生状態が、前記PTXメッセージセグ
メントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を含んでいる手段と、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに表示するための手段とをさらに備える請求項7
5に記載のPTXデバイス。
【請求項８１】
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　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するための手段と、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分の音声からテキストへの変換を生
成するための手段と、
　前記音声からテキストへの変換を前記発信元PTXデバイスに表示するための手段とをさ
らに備える請求項75に記載のPTXデバイス。
【請求項８２】
　押圧して送信する(PTX)デバイスのプロセッサにPTX通信のための操作を遂行させるよう
に構成されたプロセッサ実行可能命令を記憶している非一時的コンピュータ可読記憶媒体
であって、前記操作が、
　アクティブな発信許可を有する発信元PTXデバイスで、バッファ要求およびバッファ状
態のうち少なくとも1つを受信するステップであって、前記バッファ要求および前記バッ
ファ状態が、受信者PTXデバイスによる遅延再生のために記憶されている前記発信元PTXデ
バイスからのPTXメッセージセグメントに関連付けられ、前記遅延再生は、前記PTXメッセ
ージセグメントを直ちに出力できる前記受信者PTXデバイスにより任意のPTXメッセージセ
グメントの任意の出力を置き換える、ステップと、
　前記発信元PTXデバイスにおいて、前記バッファ要求および前記バッファ状態のうち少
なくとも1つの指示を出力するステップと、
　前記PTXデバイスがPTXメッセージセグメントを出力する準備ができていることを示すレ
ディ信号を受信するステップとを含む非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８３】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記レディ信号を受信するのに応答して、前記PTXメッセージセグメントを送信するス
テップとをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請求項82に記載の非一時的
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８４】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントを記憶装置に記憶するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントを消去すべきかどうかを判断するステップと、
　前記受信者PTXデバイスが前記PTXメッセージセグメントの少なくとも一部分を出力する
のを防止するために、前記PTXメッセージセグメントを消去すべきと判断されるのに応答
して、前記記憶装置から前記PTXメッセージセグメントを消去するステップとをさらに含
む操作を遂行させるように構成されている請求項82に記載の非一時的コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項８５】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスから出
力すべきかどうかを判断するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントの前記少なくとも1つの部分を前記受信者PTXデバイスか
ら出力すべきでないと判断されるのに応答して、消去信号を送信するステップとをさらに
含む操作を遂行させるように構成されている請求項82に記載の非一時的コンピュータ可読
記憶媒体。
【請求項８６】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記再生状態を出力するステップとをさらに含む操作を遂行させるように構成されてい
る請求項82に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８７】
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　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップであって、前記再生状態が、前記PTXメッセージセグメ
ントの少なくとも一部分の音声からテキストへの変換を含んでいるステップと、
　前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに表示するステップとをさらに含む操作を遂行
させるように構成されている請求項82に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８８】
　前記記憶されたプロセッサ実行可能命令が、前記PTXデバイスの前記プロセッサに、
　前記受信者PTXデバイスから、前記PTXメッセージセグメントがどれだけ出力されたかを
示す再生状態を受信するステップと、
　前記PTXメッセージセグメントの少なくとも1つの部分の音声からテキストへの変換を生
成するステップと、
　前記音声からテキストへの変換を含んでいる前記再生状態を前記発信元PTXデバイスに
表示するステップとをさらに含む操作を遂行させるように構成されている請求項82に記載
の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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